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岡
垣
射
爆
撃
場
の
歴
史
①

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江
東
樹

　

昨
年
（
２
０
１
８
）
６
月
７
日
、
三

里
松
原
内
に
あ
っ
た
岡
垣
射
爆
撃
場
が

撤
去
さ
れ
て
か
ら
40
年
を
迎
え
た
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
、
岡
垣
歴
史
文
化

研
究
会
で
は
、
昨
年
９
月
に
「
岡
垣
射

爆
撃
場
撤
去
か
ら
40
年　

三
里
松
原
の

歴
史
と
現
状
や
課
題
」
と
題
し
、
研
修

会
を
行
っ
た
。
内
容
は
、

①
藩
政
時
代
の
松
原
の
植
林

　
話
者　
入
江
東
樹

②
岡
垣
射
爆
撃
場
の
歴
史

　

話
者　

田
和
昭
壽
氏
（
岡
垣
歴
史
文

　
化
研
究
会
長
）

③
松
原
の
現
状
と
今
後
の
課
題

　

 

話
者　
平
井
政
秀
氏
（
三
里
松
原
防
風

保
安
林
保
全
協
議
会
長
、
松
保
護
士
）

の
３
つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
そ
の
後
は

町
民
文
化
祭
（
11
月
２
日
～
４
日
）
で

も
同
様
の
テ
ー
マ
で
資
料
展
示
を
行
っ

た
。
①
～
③
の
こ
と
に
つ
い
て
文
章
で

紹
介
し
た
い
が
、「
藩
政
時
代
の
松
原

の
植
林
」
は
広
報
お
か
が
き
１
月
号
・

２
月
号
の
新
岡
垣
風
土
記
の
コ
ー
ナ
ー

に
て
、
羽
山
健
一
氏
が
紹
介
し
て
い
る

た
め
省
略
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
「
岡
垣
射
爆
撃
場

の
歴
史
」
と
「
松
原
の
現
状
と
今
後
の

課
題
」
の
２
つ
の
み
を
紹
介
す
る
。

　
な
お
、「
岡
垣
射
爆
撃
場
の
歴
史
」
は
、

三
里
松
原
内
（
芦
屋
側
）
に
陸
軍
の
芦

屋
飛
行
場
が
で
き
た
こ
ろ
か
ら
触
れ
て

い
き
た
い
。

【
陸
軍
芦
屋
飛
行
場
の
建
設
】

　

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
の
満
州
事

変
か
ら
日
中
戦
争
へ
と
軍
国
主
義
が
進

む
中
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、
三

里
松
原
内
（
芦
屋
側
）
に
陸
軍
の
飛
行

場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

三
里
松
原
は
、
藩
政
時
代
か
ら
農
作

物
や
田
畑
を
守
る
た
め
に
植
林
さ
れ
て

き
た
。
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
三

里
松
原
は
国
有
林
と
な
っ
て
い
る
が
、

松
原
が
飛
行
場
建
設
の
た
め
に
国
策
と

し
て
伐
採
さ
れ
る
こ
と
に
は
協
力
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　
１
９
３
９
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

松
の
伐
採
が
大お

お
の
こ鋸
で
行
わ
れ
た
。
伐
採

後
の
整
地
は
困
難
を
極
め
、
岡
垣
も
含

め
て
多
く
の
勤
労
奉
仕
隊
が
出
動
し
た
。

整
地
用
の
土
は
芦
屋
や
岡
垣
、
遠
賀
か

ら
運
び
入
れ
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
福
岡

県
が
担
当
し
た
。

　

１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
５
月
、
芦

屋
飛
行
場
が
竣
工
し
た
。
す
で
に
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
始
ま
っ
て
い
た
。

　

同
年
12
月
、
芦
屋
飛
行
場
第
124
部
隊

が
配
属
さ
れ
た
。
１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
、
日
本
軍
は
本
土
決
戦
を
想
定
し
て
、

本
土
を
２
つ
の
地
区
に
分
け
、
中
部
地

方
以
東
に
第
１
総
軍
（
司
令
部
は
東

京
）、
近
畿
地
方
以
西
に
第
２
総
軍
（
司

令
部
は
広
島
）
を
置
い
た
。

　

こ
の
第
２
総
軍
の
も
と
で
、
九
州
の

陸
上
部
隊
は
福
岡
市
に
司
令
部
を
置
い

た
。
そ
し
て
「
郷
土
の
守
備
隊
」
と
し

て
、
九
州
各
地
に
軍
団
が
配
属
さ
れ
た
。

九
州
は
第
16
方
面
軍
と
し
て
、
第
40
軍

と
第
56
軍
、
第
57
軍
の
３
つ
の
軍
が
編

成
さ
れ
た
。
第
56
軍
が
司
令
部
を
飯
塚

に
置
き
、
３
個
師
団
を
も
っ
て
北
部
九

州
の
防
衛
を
担
当
し
た
。
岡
垣
地
域
の

防
衛
は
、
芦
屋
に
司
令
部
が
あ
る
師
団

が
あ
た
っ
た
。
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